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相談事例紹介

デザイン担当では、「自社の強みを生かしたプロダクト制作に取り組みたいが、効果的なデザインはどのように取り組めば
いいか…」といったデザインに関わるさまざまな御相談にお応えしています。今回は京都の白生地屋さん（（株）伊と幸）
が開発したティーテーブルについての相談事例を紹介します。

 相談内容
　同社は１９３１年（昭和６年）創業の京都の和装用白生地の老
舗です。素材、ものづくりにこだわりがあり、絹織物を先端産業
技術と融合した空間装飾品「絹ガラス」を開発していました。こ
の絹ガラスを活用した製品づくりについて、当センターが主催
する京都デザインマネジメント勉強会に参加され、開発手法や
マネジメントを学ぶとともに、開発テーマはどうあるべきか、シ
ミュレーションにはどうするかという観点を考察されました。

 開発の背景
　新事業である絹ガラスの素材を使用したプロトモデルとして
の開発を検討するに当たり、従来事業である着物文化、絹の和
装文化の延長上に、現代の生活、空間様式に活用できる製品の
開発を検討されました。その一つとして、オフィス空間での来
客の応接でした。通常コーヒー等で応接することが主流となっ
ています。残念ながら和装業界でも同様で、情緒ある抹茶での
一服は実現できていない事に気づき、茶道用立礼棚としての
機能も備えたティーテーブルの制作を考えました。立礼（りゅう
れい）とは椅子式の茶道手前のことで、この時使用する道具を
立礼棚といいます。客人も椅子に腰を掛けてお茶を頂くという
略式ではありますが、日本文化の集約である茶道を気軽に楽し
んでもらうには好適な対象と考えられました。

 製品
　絹をガラスに封入加工した「絹ガラス」と、グラスファイバー
不織布を裏貼りした「絹シェード」の美しさを最大限に生かすよ
う、空間デザイナー山下順三氏のデザイン提案を受け、棚の天
板にはこの「絹ガラス」を活用し、正面はＬＥＤを内蔵した行灯と
しました。
 生絹平織地の刺繍文様により、同社ならではの日本の四季を
表し、季節に応じて差し替えが可能となっています。春は「桜重

ね」、夏の「遠波」は
銀色糸刺繍で波を
表現し、秋の「葡萄
唐草」は生命力と実
りを表し、冬の「大王
松菱」は常緑の松を
表す吉祥文様であ
り、通年使用も可能
です。

シルク・アート・ティーテーブルの開発

お問い合わせ先

京都府中小企業技術センター 応用技術課 デザイン担当　TEL：075-315-8634　FAX：075-315-0000  E-mail：design@mtc.pref.kyoto.lg.jp

　モノトーンの色調をベースにしながらも、行灯のやわらかな
光で心地よい空間をつくることに注力されました。
意匠登録済み（第1524175号）

 その後
　当センターでは本製品の各種コンテスト等への応募に際し、
応募書類の書き方等の指導も行いました。京都府が主催する京
都文化ベンチャーコンペティションで「京都府知事賞　奨励賞」

「ＲＩＭPＡ４００年記念賞」を受賞した他、公益社団法人京都デザイ
ン協会が主催する京都デザイン賞2014にも入選しています。
　またルーブル美術館別館でも展示され、パリ日本文化会館
に収蔵、京都府にも寄贈し本年8月より知事室で使用されてい
ます。

所　在　地／京都市中京区御池通室町東入ル竜池町448-2
電　　　話／075-254-5884
ファクシミリ／075-256-2818
事 業 内 容／絹織物の企画・製造・販売

絹ガラスの企画・製造・販売

株式会社伊と幸

■応用技術課 主任研究員　加悦 秀樹

■講師
（公財）日本デザイン振興会フェロー 馬場 　了 氏
京都工芸繊維大学准教授 中坊 壮介 氏
京都府中小企業技術センター応用技術課 加悦 秀樹

■内容
第１回　自社製品、自社シーズを解析しよう
自社の製品やシーズについて、グッドデザイン賞の模擬応募用紙
を参考に考察しました。

 

第２回　製品・シーズをワークシートに書き込んでみよう
実際に応募する想定で、自社製品の概要をグッドデザイン賞模擬
応募用紙に書き込み、「何が欠けているのか」「何が問題なのか」を
把握しました。

第３回　ターゲット・コンセプトを策定してみよう
開発テーマをシミュレーションして、商品コンセプトを作成しまし
た。また、競合商品と自社商品のコンセプトを解剖して、良いデザ
インの商品コンセプトを構想しました。
番外編　個別相談を受けてみよう
個々に抱えている具体的な課題や問題点について、個別に相談し
て助言を受け、解決を図りました。

第４回　グッドデザイン賞にチャレンジしよう
グッドデザイン賞応募に向けて、構想した商品コンセプトをもとに
架空のカタログに仕上げ、顧客視点で自社商品を評価してみまし
た。その中で自社商品の強みと弱みを再確認し、売るためにはどう
するかという観点を考察しました。

第５回　グッドデザイン賞の応募用紙を書いてみよう
講座で学んだ手法で強化した商品をもう一度グッドデザイン賞の
模擬応募用紙に書き込み直して、シミュレーションを行いました。
その内容を個別にプレゼンテーションし、講師から助言を受けると
ともに、受講生同士で批評し合いました。

■参加された方の声（アンケートから）
・商品を通じて提供する御利益（ごりやく）の重要性について、理解

することができました。
・今まで曖昧に模索していた商品開発ですが、多くの視点で考える

方法を学べました。これから自社で実践したいと思います。

技術センター事業から

お問い合わせ先

京都府中小企業技術センター 応用技術課 デザイン担当　TEL：075-315-8634　FAX：075-315-0000  E-mail：design@mtc.pref.kyoto.lg.jp

グッドデザイン賞を主催する公益財団法人日本デザイン振興会と京都府中小企業技術センターが協力して、デザインを経営
資源として活用する機会を広げ、デザインを活用した売れるものづくりを支援する勉強会を開催しています。その取組を紹介
します。

デザインマネジメント勉強会のご案内
デザインマネジメントを学んでグッドデザイン賞にチャレンジしよう

自社製品プレゼンテーション

受講風景

■応用技術課 主任研究員　加悦 秀樹

開催スケジュール

10月2日(金) 13：30～16：30 自社製品、自社シーズの解析

10月26日(月) 13：30～16：30

13：30～16：30

13：30～16：30

ターゲット・コンセプトの作成

11月9日(月)・20日（金）
※いずれか1日

自社製品、自社シーズの再構成

12月4日(金) エントリーシートの完成

 日　時 内　　容

http://www.kimono-itoko.co.jp/

今後の開催予定は開催スケジュールのとおりです。途中参加も
可能です。当センターのデザイン担当では、このほかにもグッド
デザイン賞の応募説明会や審査報告会を開催するなど、中小企
業のグッドデザイン賞の取得をお手伝いしています。どうぞお
気軽にお尋ねください。


